
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 植竹中学校 ）     学校番号 ２２８                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 「ひと」とともに生きる生徒の育成        

目 指 す 学 校 像 「古くて新しい植竹中の創造」～わかる授業 明るい学級 夢を育む学校～        

          

重 点 目 標 

１ 生徒の能力を引き出し、内容の定着を図る「わかる・できる」授業の展開 
２ 組織的な生徒支援、教育相談体制の充実（誰一人、命を落とさせない） 
３ 地域に根ざし、信頼される学校づくり（コミュニティスク－ル）の推進 

４ 安全・安心で豊かな学校づくりの推進・整備 
５ 働き方改革を踏まえた、チ－ム「うえたけ」のバ－ジョンアップ 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月５日 

番 号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査では、全国平均よりポイント

が国語(5.9)、数学(6.5)、上まっている。 

〇中学校入学段階で、基礎学力の定着状況に大きな個人

差がみられる。 

〈課題〉 

〇学習において小学校との連携を進める上で、本年度も

継続して、合同研修会の開催内容及び情報の共有化を

行う必要がある。 

〇大規模校のため、通信環境が悪く、学年全体や全校生

徒が一斉にタブレットを使うことができない。また修

繕にかかる日数が長い。 

・情報端末の活用

と学びの自律化

における授業改

善 

 

 

⓵小・中合同研修会を８月に開催し、各教科

でタブレット活用研修の実施。 

②「個別最適化」と「協働的な学び」の一体

的な充実を図る授業に向けて、ＩＣＴ（タ

ブレット）を効果的に活用した授業の実践 

⓵教職員の研修後の肯定的な回答の割合が 

８０％以上となったか。 

②教職員の実践後の肯定的な回答の割合が 

８０％以上となったか。 

① 研修後の肯定的な回答が７８％と、ほぼ

目標を達成することができた。 

② 実践後の肯定的な回答が７５％と、ほぼ

目標に近い成果を上げることができた。 
Ｂ 

① タブレット活用について、効果的な活用が

できる工夫について、改善・向上を図って

いきたい。 

② 「個別最適」と「協働的な学び」の一体化

については、外部から指導者を招聘する

等、研究をさらに深めていく。 

 

・タブレットの扱いが不得意な

生徒に対しての対応について、

次年度以降、対策を工夫するこ

とを望む。 

・教員の資質向上を図ること

が、基礎学力の定着に繋がる最

も重要な課題として、次年度以

降も取り組んで欲しい。 

 

・ＩＣＴ機器の利

用方法を生かし

た学力の向上 

 

 

 

 

⓵ＩＣＴ活用を中心とした市教委の学力向上

カウンセリング研修会の実施。 

②通信環境については、朝読書とスタディサ

プリを交互に併用していく取り組みを進め

るとともにタブレットの持ち帰りについて

の検討を進める。 

⓵学力向上カウンセリング研修後における授

業改善がすべての教科で図られたか。 

②運営委員会や職員会議等で検討し、実施で

きたか。 

① 研修後の授業改善について、まだ個人差はある

がＩＣＴ活用を積極的に取り入れた授業改善を

行うことができた。 

② 通信環境については、分けて実施する等の工夫

を行うことで一定の改善ができた。また、タブ

レットの持ち帰りについても、計画的に実施す

ることができた。 

Ｂ 

① 授業改善の達成度を全体的に引き上げる工

夫・改善を行っていく。 

② 通信環境については、引き続き市教委と連

携し、改善を行っていく。 
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〈現状〉 

〇「So-la るーむ」の活用の手順を見直し、より適切に対

応できる体制を整えた。 

〇定期的に生徒支援・教育相談に関する委員会（週 1回） 

 を行い、情報共有する中で課題を明確によりよい対応

策を検討・実施していく。 

（課題） 

〇「So-la るーむ」を次へのステップアップをする場とし

ての工夫、改善が必要である。 

・一人ひとりの

生徒に対して

の細やかな教

育支援に対応

した行内体制

の充実 

 

①「So-laるーむ」利用の生徒に対しての学び

の補償としてＳＡの配置、安全管理として

地域のボランティア人材の活用をさらに進

める。 

②生徒指導、教育相談委員会での個人デ－タ

を蓄積できるファイルを作成し、３年間を

通して支援ができる体制づくりを進める。 

① ＳＡの適切な配置と、地域ボランティア人

材の活用ができたか。 

② 個人デ－タファイルの管理ができたか。 

 

① ＳＡの適切な配置については、随時見直

しを図りながら行うことができた。ま

た、地域ボランティアについても新たな

人員の配置を行うことができた。 

②個人データファイルの管理については、

事故無く処理することができた。 

 

 

 

 

Ａ 

① 次年度も、随時見直しを図りながら適切な

人員配置を行う。 

② ３年間を見通して支援ができる体制づくり

については、定着できるよう工夫・改善を

行っていく。Ｓｏｌａるーむの活用につい

ても、利用生徒の目的を明確にできる工夫

を行っていく。 

 

・So-la るーむの取組について

は、担任や学年の教員が該当生

徒への声掛け等がよくできてい

る。 

・ボランティアの方々と、学校

との共有場面を増やし、より一

層の充実を図ってほしい。 
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（現状） 

〇地域の避難所運営訓練への生徒・教員の参加（ボラン

ティア）について、本年度も実施予定。 

〇地域のお祭りへの参加（剣道部・陸上部）を、本年度

も参加予定 

〇「わかたけスマイルフェスティバル」の実施 

 地域の方々や保護者の方々を招待し、文化部の発表を

行う。本年度は、吹奏楽部が小学校とコラボして演奏

する計画を進めている。 

（課題） 

〇部活動が盛んなため、なかなか地域行事に参加できな

い状況にある。 

〇学校支援組織（ＰＴＡ・後援会）明確にし、地域の協

力も得られる体制づくりに移行していく必要がある。 

・自校文化にお

ける魅力発信

及び開かれた

学校づくりの

推進 

⓵コミュニティスク－ルとして，積極的に生

徒の地域行事参加を募り「地域の一員」と

しての誇りを持たせる。 

⓵地域行事参加生徒が、延べ１００人以上と

なったか。 

① 地域行事への生徒の参加については、地域のお

祭りや避難所運営訓練等に積極的に参加するこ

とができた。延べ人数の目標値については達成

することはできなかった。（７８人） 
Ａ 

① 次年度は、事前に日程等を確実に把握し、

行事への参加ができる体制を整えていく。 

 

 

・生徒が、地域の行事などに積

極的に参加し、交流を図ること

ができている。 

・PTA と協力し、後援会や学校

行事に取り組めたことで、交流

を深めることができた。 

・昨年まで別の施設で行ってい

た地域の行事を、学校会場とし

て提供してくれた事に、感謝し

たい。 

・ＰＴＡ、後援

会、地域との

密接な関係づ

くりの構築 

⓵学校環境整備ボランティア（旧親父の会）

を募り校内環境の整備を推進する。 

②ＰＴＡと後援会の組織、充実を図り、生徒

の安全及び生徒の活躍の奨励、広報活動を

強化し、地域に発信するとともに協力体制

を強化する。 

⓵年間、３回以上開催。 

②ＰＴＡ常任委員会、後援会役員会に参加

し、計画や実施方法等を検討することがで

きたか。 

① 学校環境ボランティアについては、３回以上の開催がで

きた。 

② ＰＴＡ主催の講演会を１２月に開催し、素晴らしい成果

を上げることができた。また、後援会の活動について

も、部活動や災害時への対策を今年度も行うことができ

た。 
Ａ 

① 次年度も、引き続き企画的に実施してい

く。 

② ＰＴＡ、後援会との連携を密にし、計画的

に実施していく。 
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〈現状〉 

〇学校評価アンケートについて、「避難訓練や授業等に

より、安全面について、意識が高まっていますか」の

質問に対して、生徒の肯定的な回答が９３％と高い数

値が出ている。 

〇教職員、生徒の事故防止のための取り組みが進められ

ている。 

〈課題〉 

〇特別教室棟(理科室・技術室・調理室)の老朽化が進

み、改築が必要である。 

〇老朽化が進んでいる特別教室の改築は喫緊の課題であ

る。 

〇教職員、生徒の安全に対する意識と技術をさらに高め

ていく必要がある。 

・一人ひとりの

生徒に対して

の細やかな教

育支援に対応

した行内体制

の充実 

⓵避難訓練等を通じて、目的を明確にし、自

助・共助の意識付けを進めている。 

⓶生徒指導、教育相談委員会での個人デ－タ

を作成し、３年間を通して支援ができる体

制づくりを進める。 

③学習室利用の生徒に対しての学びの補償と

してＳＡの配置、安全管理として地域のボ

ランティア人材の活用をさらに進める。 

①学校評価生徒アンケート「安全について」

の肯定的回答が９０％以上 

②生徒指導、教育相談委員会での個人デ－タ

を蓄積できるファイルを作成し、３年間を通

して支援ができる体制づくりを進めることが

できたか。 

③地域ボランティアとの情報交換打ち合わせ

を学期に最低１回開催できたか。 

①「安全について」の肯定的回答は９４％

と、目標を達成することができた。 

② 蓄積ファイルについては、計画的に進め

ることができた。 

③ 情報交換打ち合わせについては、年度

当初実施することができた。 

 

 

 

  

Ａ 

① 次年度も、「自助・共助」の意識付けが

できる環境を整えていく。 

② 安全な管理を確実に行い、体制づくりを

行っていく。 

③ 次年度も適切な配置を計画し、随時、見

直しを図りながら行っていく。 

 

・「安全について」の回答がか

なり高い数値であることに、安

心感がある。 

・リフレッシュ工事の更なる延

期の情報は、大変残念である。

生徒の安心、安全を第一に考

え、老朽化した施設の早急な対

応を強く望む。 

・学校施設の改

修計画の策定 

・安全、安心な

学校づくりの

推進 

 

⓵学校施設整備課と連携を図り、リフレッシ

ュ計画における計画策定に関しての協議を

進める。 

②「ＡＥＤを含む応急手当講習会」「交通安

全教室」等の授業及び校内研修会を開催。

「知識より意識」を合い言葉に、学校の安

全度を高める取り組みを進める。 

⓵改修までの計画策定ができたか。 

②応急手当講習会、安全教室等の校内研修を

行い、教職員の意識を高めることができた

か。 

① トイレの改修工事については、計画とお

り実施することができたが、他に老朽化

が進み、早急に修繕が必要な箇所があ

る。 

② 校内研修を計画とおり実施し、意識の向

上を図ることができた。 

 

 

D 

① リフレッシュ工事について、次年

度も適切な計画を立案していく。 

② 応急手当講習会等について、次年

度も計画的に行っていく。 
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〈現状〉 

〇教職員との面談を実施し、個々の強みを理解し、個別

の研について支援やアドバイス等を適宜行う。 

〇本年度より「学校 DX 推進部」を校務分掌に設置し、 

ＩＣＴ活用に関する研修会を進めている。 

〈課題〉 

〇ＩＣＴの活用について教員間、教科間の差が大きい。 

〇経験値の差から、部活動、校務分掌や学年分掌の力量

に偏りがみられる。 

・働き方改革を踏

まえた居心地の

良 い 、 チ － ム

「うえたけ」の

バ-ジョンアップ 

 

 

⓵情報端末やアプリの効果的活用方法につい

ての研修会を定期的に進める。 

②自己評価シ－トにおける行動プロセス評価

の視点を理解し、キャリア navi を活用し、

教員個々の資質向上指標に取り組む。ま

た、全国教員研修プラットフォームを活用

し、資質向上を図る。 

③スポ－ツを科学する取り組みから、部活動

の効果的な指導法の工夫・改善を図る。 

⓵すべての教員が、自らの目標に向けての研

修に取り組み、結果として９０%以上の教員

が目標達成を実感することができたか。 

②自己評価シ－トにおける行動プロセス評価

のＢ評価の割合が９０％以上となったか。 

③ 該当部活動の満足度が９０％以上となっ

たか。 

① 評価面談において、９０％以上の教員から目標

に向けての研修ができたと、報告を受けた。 

② 行動プロセス評価のＢ評価の割合について、９

０％以上の数値となった。 

③該当部活動の満足度が９０％以上の数値となっ

た。 Ａ 

① 次年度も、研修会を計画的に行い、意識

向上を図っていく。 

② 教員個々の研修意識を高め、資質向上を

図っていく。 

③ 部活動の効果的な指導法について、本年

度の研究を活かし、工夫・改善を図って

いく。 

 

・教員の働き方改革は、次年度

以降も継続し、健康な状態で働

ける環境づくりを築いていって

欲しい。 
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